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是
時
名
と
散
回
同

I
l
l
1「
西
福
寺
文
書
」
年
未
詳
二
月
二
八
日
付

是
時
名
・
久
延
名
作
職
重
書
を
め
ぐ
っ
て
1
1
-
-

寺

下

義

註(
幻
)
「
西
福
寺
文
書
」
一

O
一。

(
関
)
窪
田
は
、
現
在
も
櫛
川
地
籍
日
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

な
お
、
買
得
し
た
二
反
は
、
各
一
反
が
中
興
院
仏
供
灯
油

田
と
造
営
料
と
に
充
て
ら
れ
て
い
る
(
「
西
福
寺
文
書
」

一
三

O
)
。

(
切
)
「
西
福
寺
文
書
」
二
。

(ω)
「
西
福
寺
文
書
」
五
図
。

(
臼
)
「
西
福
寺
文
書
」
五
六
。

(
位
)
付
・
的
以
外
、
応
永
五
年
二
三
九
八
)
一

O
月
日
付

泰
遍
屋
敷
・
田
地
寄
進
状
(
「
西
福
寺
文
書
」
二
五
)
に

も
「
同
郷
之
内
窪
田
三
脚
内
」
と
あ
り
、
六
通
の
内
の
一

通
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
性
知
庵
主
の
姫
松
女
へ
の
譲
状

(
あ
る
い
は
売
券
)
も
寸
本
文
書
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
存
し
て
い
な
い
。

(
臼
)
一
般
的
に
、
地
頭
給
は
地
頭
に
付
与
さ
れ
た
給
回
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
貢
・
公
事
は
賦
課
さ
れ
な
い
(
『
国

史
大
辞
典
』
の
「
給
回
L

・
「
公
事
免
」
の
項
)
。
し
か

し
、
山
内
氏
が
所
有
し
た
地
頭
給
(
「
西
福
寺
文
書
L

一

三
で
は
「
地
頭
職
内
回
地
」
と
記
さ
れ
る
)
五
反
聞
の
内

二
反
に
は
、
社
司
免
固
と
し
て
の
本
役
負
担
義
務
が
あ
っ

た
(
同
四
六
)
。
す
べ
て
の
地
頭
給
が
無
税
地
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

(
似
)
「
西
福
寺
文
書
」
二
五
。

(
防
)
「
西
福
寺
文
書
」
一

O
八。

(
山
山
)
管
見
で
は
、
木
崎
郷
の
長
丸
名
(
『
敦
賀
郡
古
文
書
』

四
九
H

『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
所
収
「
西
福
寺
文

書
」
五
)
や
重
国
名
(
「
西
福
寺
文
書
L

四
四
・
一
一

四
・
一
一
二
)
、
櫛
河
郷
の
地
頭
給
五
反
田
(
同
四
六
)
、

嶋
郷
の
平
内
名
(
同
一
七
七
・
一
八

O
)
な
ど
に
社
司
遣

回
免
田
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
社
司
遣
回
免
田
は
、

建
暦
二
年
(
一
二
一
二
)
九
月
日
付
気
比
宮
政
所
作
田
所

当
米
等
注
進
状
(
『
気
比
宮
社
記
』
巻
七
・
『
敦
賀
郡
古

文
書
』
附
録
・
『
鎌
倉
遺
文
』
一
九
四
五
な
ど
)
に
見
え

る
「
浮
免
田
」
で
あ
っ
た
野
坂
庄
遺
回
の
内
社
家
分
が
、

南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
定
免
固
化
し
、
名
や
給

囲
内
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

(
訂
)
「
西
福
寺
文
書
」
四
四
・
一
七
七
。

(
印
凹
)
享
徳
四
年
ご
四
五
五
)
前
後
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

(
註
(
叩
∞
)
参
照
)
西
福
寺
々
領
分
配
目
録
(
可
西
福
寺
文

書
」
一
三

O
)
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

一
、
仏
殿
夏
中
仏
供
料
所

木
崎字
八
段
田
之
内
四
段

分
米
参
石
六
斗
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此
内
ヨ
リ
壱
貫
九
百
文
、
社
家
エ
立
也
、
其
外
ハ
(
同
八

O
)
は
、
「
御
公
事
物
等
L
l
「
御
年
貢
以
下
」

無

公

事

、

定

得

弐

石

也

、

の

本

役

を

裏

付

け

る

史

料

で

あ

る

。

(
青
蓮
院
)

註
(
臼
)
で
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

J
十
八
段
国
」
御
門
跡
領
越
前
国
務
野
保
守
弘
一
名
事
、
右
名
者
、

が
木
崎
郷
重
国
名
内
に
あ
っ
た
社
司
遺
田
免
田
で
あ
り
御
年
貢
以
下
御
公
事
物
等
者
、
如
先
例
、
無
不
法
解

(
周
囲
四
・
一
一
四
・
士
二
)
、
一
貫
九

O
O文
(
一
石
怠
可
被
致
其
沙
汰
候
、
於
名
主
職
者
依
有
由
緒
、
御

六
斗
)
が
「
西
福
寺
文
書
」
四
四
に
見
え
る
免
田
料
足
二
寄
進
当
寺
之
由
被
仰
出
候
、
無
他
妨
、
永
代
知
行
不

貫
文
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
一
方
、
可
有
相
違
者
也
、
品
川
補
任
之
状
如
件
、

嶋
郷
平
内
名
に
も
九
反
分
の
社
司
遣
田
免
田
が
あ
り
、
本
応
永
品
川
三
年
八
月
十
日
宥
寿
(
花
押
)

役
と
し
て
社
司
米
・
免
田
銭
合
わ
せ
て
三
貫
四
四

O
文

西

福

寺

住

持

(
三
石
二
斗
七
升
)
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
(
同
一
七
七
・
一
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
前
掲
の
和
久
野
村
平
内
二
郎
名

八
O
)
。
こ
れ
か
ら
四
反
分
の
本
役
を
算
出
す
る
と
一
貫
代
職
請
状
(
同
一
一
九
)
に
記
さ
れ
た
「
有
限
公
方
之
御

五
二
九
文
(
一
石
四
斗
五
升
三
合
)
と
な
る
。
使
用
さ
れ
公
事
等
」
も
本
役
全
般
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

た
析
の
容
積
差
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
重
国
判
断
さ
れ
る
。

名
と
平
内
名
と
に
お
け
る
社
家
へ
の
負
担
額
は
近
似
し
て

(ω)
『
福
井
県
史
』
資
料
編
8
中
・
近
世
六
所
収

7
氷
建
寺

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
貫
九

O
O文
(
一
石
六
斗
)
は
、
文
書
」
二
・
五
・
六
・
二
一
に
は
「
公
事
」
と
記
さ
れ
て

社
司
米
・
免
回
銭
双
方
合
わ
せ
た
本
役
で
あ
っ
た
と
推
測
い
る
が
、
同
八
・
一

O
で
は
「
本
ゃ
く
(
役
)
」
、
同
九
で

さ
れ
る
。
寺
領
分
配
目
録
に
お
い
て
、
免
田
で
あ
る
こ
と
は
「
本
年
貢
」
と
称
し
て
い
る
。

が
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
万
雑
公
事
・
夫
役
な
(
刈
)
天
文
一
六
年
二
五
四
七
)
、
河
端
民
部
少
輔
(
天
翁
)

ど
の
負
担
義
務
は
な
か
っ
た
な
ど
と
記
す
必
要
は
な
い
と
は
、
善
妙
寺
常
住
に
同
寺
塔
頭
釈
迦
院
か
ら
の
「
公
事

は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
「
其
外
ハ
無
公
事
」
と
は
、
一
銭
」
三
三
三
文
を
灯
明
料
と
し
て
寄
進
し
て
い
る
が

貫
九

O
O文
二
石
六
斗
)
以
外
に
「
公
事
」
H
本
役
の
(
寸
善
妙
寺
文
書
」
一

0
・
一
二
、
永
禄
元
年
(
一
五
五

負
担
義
務
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
た
方
が
無
理
は
八
)
六
月
五
日
付
善
妙
寺
々
領
目
録
(
同
一
二
)
で
は
、

な

い

と

考

え

る

。

そ

れ

を

「

本

役

銭

」

と

記

し

て

い

る

。

ま
た
、
気
比
社
領
で
は
な
い
が
、
次
の
応
永
三
三
年
(
礼
)
「
西
福
寺
文
書
」
六
四
。

ご
四
二
六
)
八
月
一

O
日
付
守
弘
名
々
主
職
補
任
状

(η)

「
西
福
寺
文
書
」
六
三
。

寺
下

是
時
名
と
散
田
帥

(
ね
)
西
福
寺
二
世
良
信
は
、
道
円
が
寄
進
し
た
下
地
の
得
分

を
塔
婆
(
「
西
福
寺
縁
起
」
(
「
西
福
寺
文
書
」
二
七

こ
で
、
良
信
が
建
立
し
た
と
伝
え
る
「
三
重
之
塔
婆
」

か
)
料
所
に
充
て
て
い
る
(
同
六
五
・
二
ニ

O
)
。
な
お
、

「
大
ゑ
ん
」
・
「
か
ね
と
ふ
」
・
「
う
し
丸
」
は
、
現
在
も

木
崎
地
籍
3

「
大
円
」
・

ω
1兼
戸
」
・
江
寸
牛
丸
」
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
寸
乙
王
丸
」
は
不
詳
で
あ
る
が
、
同

い
っ
ち
ょ
ま
る

地
籍
必
の
「
一
把
丸
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
引
け
)
寸
泉
寺
L

(

『
敦
賀
郡
古
文
書
』
続
集
一
二
六
・
『
敦
賀

市
史
』
史
料
編
第
二
巻
所
収
「
永
厳
寺
文
書
」
三
、
『
敦

賀
郡
古
文
書
』
一
二
、
「
議
ロ
妙
寺
文
書
」
一
二
)
、
あ
る

い
は
「
気
比
社
密
厳
院
L

(

『
敦
賀
郡
古
文
書
』
九
)
と

呼
ば
れ
た
金
前
寺
(
同
一

0
・
一
一
)
の
塔
頭
か
。
永
禄

元
年
二
五
五
八
)
六
月
五
日
付
誓
妙
寺
々
領
目
録

(
「
善
妙
寺
文
書
」
一
二
)
に
は
、
寸
泉
之
西
方
院
」
と

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
前
後
し
て
、
文
安
一
元
年
(
一
四
四

四
)
一
一
月
一
三
目
、
西
方
院
宗
存
は
団
地
四
反
を
某

(
源
三
郎
後
家
慶
隆
か
)
に
売
却
し
て
い
る
(
「
永
建
寺

文
書
」
五
)
ロ
さ
ら
に
永
正
四
年
ご
五

O
七
)
二
月
一

六
日
、
西
方
院
俊
存
は
金
前
寺
々
領
目
録
を
作
成
し
、
朝

倉
教
景
の
安
堵
を
得
て
い
る
(
『
敦
賀
郡
古
文
書
』
一

O
)
。

(
花
)
寸
西
福
寺
文
書
L

六
0
・
六
一
。

(
花
)
是
時
名
に
は
、
公
事
・
夫
役
と
と
も
に
本
年
貢
の
納
入

義
務
も
な
か
っ
た
と
断
定
で
き
な
い
。
文
安
元
年
二
四
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四
四
)
四
月
一
三
目
、
甲
斐
久
衡
が
同
名
々
主
職
を
安
堵
井
県
史
』
通
史
編
2
中
世
で
も
「
散
田
支
配
は
内
徳
収
納

し
た
際
、
「
依
為
相
伝
分
明
、
御
判
等
頂
戴
之
上
者
、
有
者
を
排
除
し
て
直
接
作
人
を
支
配
す
る
も
の
」
(
同
書
六

限
年
貢
等
無
不
法
致
沙
汰
‘
任
本
文
書
旨
柳
不
可
有
煩
七
二
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
散
回
支
配
H
直
接
的
作

候
」
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
一

O
、
註
(
げ
)
参
照
)
と
述
人
支
配
と
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
文
明
一
八
年
(
一
四
八
か
し
、
散
田
支
配
の
実
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
ん

六
)
九
月
七
日
付
富
森
冬
永
判
物
(
同
一
四
二
)
に
も
ら
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

(
延
)

寸
断
柳
川
領
家
分
内
是
時
・
久
信
両
名
事
、
為
名
代
段
銭
諸
役
(
刊
日
)
敦
賀
郡
で
は
、
是
時
名
や
木
崎
郷
道
円
持
分
の
散
回
の

以
下
就
難
渋
、
任
支
証
之
旨
、
名
主
可
為
進
退
」
と
あ
り
、
他
、
文
亀
三
年
(
一
五

O
三
)
九
月
一

O
日
付
西
福
寺
々

二
元
の
貢
租
負
担
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
領
目
録
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
四
九
)
に
「
名
散
国
之
分

し
か
し
、
是
時
名
が
「
一
円
不
輸
」
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
米
都
合
百
弐
拾
石
壱
斗
五
A
口
」
と
記
さ
れ
た
散
回
、
中
村

な
か

以
上
、
狭
義
の
公
事
で
あ
る
万
雑
公
事
・
夫
役
な
ど
の
負
前
「
深
河
ヌ
ク
井
ノ
上
」
(
敦
賀
市
中
の
地
籍

ω
寸深

担
義
務
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
川
」
か
)
に
あ
っ
た
気
比
社
家
「
石
塚
殿
之
散
田
」
(
同

永
正
五
年
(
一
五

O
八
)
一

O
月
一
八
日
、
「
小
奉
行
」
一
一
八
・
二
ニ

O
、
註
(
瑚
)
参
照
て
さ
ら
に
蔚
野
保

中
村
房
信
は
、
是
時
・
久
延
両
名
内
の
田
地
八
反
(
内
五
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
2
中
世
所
収
「
醍
醐
寺
文
書
」

反
を
櫛
川
住
人
孫
大
夫
(
孫
権
守
)
が
西
福
寺
に
寄
進
す
九
四
・
一

O
三
・
一

O
八
・
一
二
六
・
二
ニ
二
・
二
二
三
、

る
も
、
両
者
の
問
で
誇
い
が
生
じ
、
寸
押
置
」
の
状
態
に
註
(
瑚
)
参
照
)
や
江
良
浦
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編

8

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
(
同
一
三
六
・
一
四
一
)
)
を
返
中
・
近
世
六
所
収
「
万
根
春
次
郎
家
文
書
」
八
、
註

(m)

ロ
朝
合
教
景
)

付
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
「
郡
司
被
披
聞
召
御
成
敗
之
参
照
)
に
存
在
し
た
散
田
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

上
者
、
無
万
雑
公
事
、
作
職
共
ニ
永
代
御
知
行
不
可
有
相
れ
ら
の
散
田
は
い
ず
れ
も
土
地
そ
の
も
の
を
表
し
て
お
り
、

違
候
」
と
の
証
状
(
同
一
六
一
)
を
出
し
て
い
る
(
あ
る
「
回
を
散
じ
る
」
と
い
う
よ
う
な
動
詞
的
用
法
の
事
例
は

い
は
こ
れ
は
、
先
の
富
森
冬
永
に
よ
る
原
名
へ
の
貢
程
賦
確
認
で
き
な
い
。
田
地
を
割
り
付
け
る
と
い
う
意
味
で

課
を
否
定
す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
「
散
田
」
の
語
を
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
付

!ω
は

註

(

別

)

参

照

)

。

寸

上

古

よ

り

散

回

せ

し

め

候

様

ニ

見

へ

候

」

と

い

う

よ

う

(
行
)
松
浦
氏
は
、
註

(M)
前
掲
論
文
で
「
散
田
支
配
に
お
い
な
表
現
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

て
み
ら
れ
た
よ
う
な
直
接
的
作
人
支
配
」
と
き
れ
、
『
福
(
乃
)
「
西
福
寺
文
書
L

二
二
六
に
は
「
石
町
」
・
「
池
田
」
・
「
湯

屋
之
前
」
、
同
一
六
二
に
は
「
湯
屋
の
前
」
が
-
記
さ
れ
て

い

'o。

(
別
)
「
西
福
寺
文
書
」
二
五
九
。
野
村
秀
政
は
、
「
万
根
春

次
郎
家
文
書
」
一
八
・
『
福
井
県
史
』
資
料
編
8
中
・
近

世
六
所
収
「
新
善
光
寺
文
書
L

五
な
ど
に
見
え
る
が
、
岡

屋
新
内
と
と
も
に
武
藤
康
秀
統
治
下
に
お
け
る
下
代
か
。

(
但
)
「
西
福
寺
文
書
」
二
三
九
・
二
四
一
・
二
四
二
。
木
下

祐
久
は
、
明
智
光
秀
(
光
秀
出
国
後
は
、
三
津
少
兵
衛

尉
)
・
津
田
元
嘉
ら
と
と
も
に
「
(
御
内
)
三
人
衆
」

(
日
本
思
想
大
系
『
蓮
如
一
向
一
撲
』
所
収
「
越
州
軍

記
」
四
、
『
朝
倉
家
録
』
所
収
「
朝
倉
軍
談
」
巻
下
)
と

呼
ば
れ
、
朝
倉
氏
滅
亡
後
の
戦
後
処
理
の
任
に
携
わ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
御
内
三
人
衆
」
に
つ
い

て
は
、
大
原
陵
路
「
織
田
信
長
の
第
二
次
越
前
支
配
同
」

(
『
若
越
郷
土
研
究
』
二
八
二
、
一
九
八
三
年
)
を
参

照。

(
回
)
前
波
(
桂
田
)
長
俊
が
、
一
向
一
撲
の
支
援
を
、
つ
け
た

富
田
長
繁
に
討
た
れ
る
や
、
信
長
は
一
撲
侵
攻
に
備
え
て
、

天
正
二
年
二
五
七
四
)
一
月
一
九
日
、
羽
柴
秀
吉
・
丹

羽
長
秀
・
武
藤
舜
秀
・
不
破
光
治
ら
を
敦
賀
郡
に
派
遣
し

た
(
『
改
訂
信
長
公
記
』
所
収
「
信
長
公
記
L

巻
七
)
。

「
西
福
寺
文
書
」
二
四
三
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
出

き
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
「
西
福
寺
文
書
」
二
四
四
。

(
刷
出
)
滝
川
一
益
が
寸
惣
寺
領
勿
論
問
所
被
成
無
是
非
候
:
:
:

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



45 

返
々
寺
領
-
一
位
言
無
之
候
、
井
郡
中
並
名
主
迄
関
所
候
へ

ハ
、
是
も
無
申
事
候
由
候
L

(

「
西
福
寺
文
書
」
二
四

六
)
と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
社
寺
領
の
関
所
処
分
は
織

田
政
権
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
。
な
お
、
奥
野
高
度
著

『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
巻
(
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
年
)
八
五
|
六
頁
、
同
補
遺
・
索
引
(
同
上
)

一
回
二
|
三
・
二
一
九
頁
参
照
。

(
筋
)
「
西
福
寺
文
書
」
二
七
五
。

(
紛
)
「
樵
大
道
」
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
九
・
二

0
・
一
一
一
)

は
、
「
木
こ
り
大
路
」
(
同
一
一
一
六
)
と
も
書
か
れ
、
単
に

「
大
道
」
(
同
一
七
・
二
六
・
二
二

O
)
と
も
称
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
大
道
」
を
「
道
」
と
略
記
し
た
事
例
は
、
「
西

福
寺
文
書
」
二
六
と
同
二
七
と
の
囚
至
表
示
を
比
較
す
れ

ば
確
認
で
き
る
。
原
で
「
道
」
と
言
え
ば
、
単
な
る
畔
道

な
ど
で
は
な
く
、
原
と
櫛
川
と
を
結
ぴ
、
現
在
も
「
原
の

道
」
(
前
回
賢
次
氏
の
御
教
一
京
)
と
呼
ば
れ
る
「
樵
大

道
」
以
外
に
な
い
。

(
釘
)
『
西
福
寺
誌
』
(
西
福
寺
、
一
九
三
五
年
。
西
福
寺
四

四
世
川
合
梁
定
師
(
田
翁
)
編
の
初
版
〈
一
九
一
六
年
〉

に
一
部
補
筆
し
て
再
刊
)
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
(
一
六

頁
。
原
文
の
ル
ビ
は
省
略
)
が
あ
る
。

安
堵
橋
を
渡
り
て
亦
二
町
計
り
、
縄
手
の
路
を
過
往

け
ば
左
方
に
辻
堂
の
地
蔵
尊
あ
り
。

『
辻
堂
地
蔵
尊
』
は
石
刻
数
体
の
地
蔵
菩
薩
を
安
置

す
、
内
寛
正
五
年
八
月
十
五
日
の
銘
文
あ
る
も
の
あ

寺
下

是
時
名
と
散
田
帥

(
主
守
カ
)

り
。
当
時
十
世
良
春
上
人
の
安
置
す
る
処
に
係
り
、

今
大
正
五
年
を
距
る
こ
と
四
百
五
十
二
年
な
り
。

(
叩
∞
)
目
録
中
「
風
呂
料
所
L

の
一
反
は
、
宝
徳
三
年
二
四

五
二
三
月
二
日
、
林
一
元
光
が
弟
孫
次
郎
(
法
名
永
善
)

の
菩
提
の
た
め
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
(
「
西
福
寺
文

書
」
一
一
八
)
。
ま
た
、
-
妙
花
院
し
の
箇
所
で
、
僧
乗

(
西
福
寺
七
世
)
が
寛
正
三
年
(
一
四
六
二
)
一

O
月
一

O
日
付
で
追
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
目
録
が
宝
徳

三
年
二
四
五
ご
か
ら
寛
正
=
一
年
二
四
六
二
)
ま
で
、

約一

O
年
の
聞
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ

の
期
間
で
注
目
す
べ
き
は
、
西
福
寺
五
世
浄
鎮
が
享
徳
四

年
こ
四
五
五
)
五
月
一

O
日
に
遺
言
状
(
同
一
二
四
)

を
書
き
、
同
月
二
二
日
に
経
蔵
仏
供
注
文
(
同
一
二
五
)

図
N 

経
蔵
仏
具
注
文
と
寺
領
分
配
目
録
の
字
体
比
較

を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
浄
鎮
は
六
九
歳
で

あ
っ
た
が
(
川
合
梁
定
師
編
「
西
福
寺
誌
稿
」
下
(
西
福

寺
所
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
康
正
二
年
(
一
四
五
六
)
五
月
二

六
日
、
七

O
歳
で
一
万
寂
)
、
老
衰
の
た
め
か
、
仏
具
注
文

の
品
目
は
別
人
に
童
聞
か
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に

(
紙
)

記
さ
れ
て
い
る
コ
二
部
経
」
・
「
白
氏
金
字
経
」
な
ど
の

「
経
」
の
字
体
と
目
録
中
の
「
仏
殿
不
断
経
料
所
」
・
「
大

蔵
経
堂
料
所
L

な
ど
の
「
経
」
の
字
体
と
が
酷
似
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
仏
」
・
「
部
」
・
「
炉
L

な

ど
の
文
字
が
同
一
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
、
西
福
寺
々

領
分
配
目
録
は
、
浄
鎮
の
指
示
の
も
と
、
遺
言
状
や
経
蔵

仏
具
注
文
が
書
か
れ
た
享
徳
四
年
(
一
四
五
五
)
頃
に
作

成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

寺領分配目録 経蔵仏具注文

主iZ5主z 
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(
鈎
)

(
卯
)

「
西
福
寺
文
書
」
二
ニ

O
。

た
と
え
ば
、
註
(
凶
叩
)
の
記
載
や
、

(
噌
)

一
、
塩
曽重

国

名

分

米

十

二

石

斗

定

年
貢
銭
一
貫
八
百
文
、
内
一
貫
二
百
文
本
年
貢

出残
六
百
文
塩
曽
分
処
々
段
別
銭

九
斗
代
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
斗
代
の
増
加
も
徴

証
の
ひ
と
つ
に
な
り
得
ょ
う
。

(
川
町
)
不
破
光
治
ら
三
人
は
「
府
中
三
人
か
た
(
衆
)
」
と
称

き
れ
、
柴
田
勝
家
の
目
付
と
な
っ
た
(
『
改
訂
信
長
公

記
』
所
収
「
信
長
公
記
」
巻
八
、
『
朝
倉
家
録
』
所
収

「
朝
倉
軍
談
」
巻
下
、
日
本
思
想
大
系
『
蓮
如
一
向
一

挟
』
所
収
「
越
州
軍
記
」
四
・
同
補
注
五
八
五
頁
)
。

な

ど

。

(

似

)

『

改

訂

信

長

公

記

』

所

収

「

信

長

公

記

」

巻

八

、

『

朝

(
川
出
)
目
録
で
は
「
大
途
」
・
「
斗
」
の
他
に
、
「
升
L

倉
家
録
』
所
収
寸
朝
倉
軍
談
」
巻
下
。
な
お
、
「
新
善
光

(
一
・
一
九
)
・
「
中
升
L

(

一・

O
七
)
・
「
納
升
」
・
寺
文
書
」
四
は
、
武
藤
舜
秀
の
敦
賀
郡
統
治
期
間
中
に
発

「
見
世
ノ
升
」
・

1

疋
壇
升
」
(
了

O
七
)
・
「
彼
所
(
高
給
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

野
保
)
斗
L

な
ど
が
-
記
さ
れ
て
い
る
(
(
)
内
の
数
値
は
、
(
釘
)
『
改
訂
信
長
公
記
』
所
収
「
信
長
公
記
」
巻
二
一
。

分
米
高
と
延
付
高
か
ら
算
出
し
た
、
下
行
析
に
対
す
る
収

(
M
m
)

「
西
福
寺
文
書
」
二
五
六
。

納
析
の
容
積
比
率
)
。
西
福
寺
で
は
「
斗
」
が
基
準
析
で
(
釘
)
慶
長
三
年
二
五
九
八
)
七
月
一
八
日
付
木
村
由
信
書

は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
永
正
七
年
二
状
(
「
西
福
寺
文
書
」
二
七
五
)
。
大
谷
士
口
継
も
同
年
六

五一

O
)
七
月
三
日
付
の
清
観
院
寺
領
目
録
(
「
西
福
寺
月
二
九
日
付
書
状
(
同
二
七
四
)
で
「
随
而
今
度
御
検
地

文
書
」
一
六
六
)
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。
ニ
付
、
御
寺
領
之
儀
無
異
儀
被
相
除
之
由
、
尤
目
出
度
存

惣
都
合
定
得
陸
拾
緯
石
捌
斗
六
升
此
内
拾
三
石
壱
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

斗

六

升

(

川

町

)

「

西

福

寺

文

書

」

二

八

四

。

な

お

、

こ

の

寄

進

状

で

は

、

斗
定
申
升
納
皆
津
升
ニ
末
寮
へ
分
被
付
候
、
二
一
二
石
八
斗
四
升
七
合
を
「
為
加
増
令
寄
進
候
」
と
記
し

こ
の
他
、
「
斗
」
に
つ
い
て
は
、
「
西
福
寺
文
書
L

一
て
い
る
が
、
「
加
増
し
で
は
な
く
旧
領
の
安
堵
で
あ
っ
た

コ

一

六

・

一

九

一

な

ど

を

参

照

。

こ

と

は

、

同

じ

く

こ

の

時

、

「

加

増

」

さ

れ

た

山

(

同

二

(
幻
)
木
崎
郷
重
国
名
内
の
社
司
遺
田
免
田
八
反
の
斗
代
は
、
八
五
)
に
つ
い
て
、
西
福
寺
が
享
保
二

O
年
(
一
七
三

応
永
一
七
年
(
一
四
一

O
)
の
段
階
で
は
八
斗
代
で
あ
っ
五
)
の
清
観
院
改
札
録
(
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻

た
が
(
「
西
福
寺
文
書
L

四
四
)
、
寺
領
分
配
目
録
で
は
所
収
「
西
福
寺
文
書
」
二
一

O
四
)
の
中
で
「
(
活
躍
昨
朱

印
ハ
清
鋭
院
山
ニ
不
限
、
砂
田
カ
鼻
占
弛
谷
迄
南
山
一
円

ニ
御
結
ヒ
被
成
候
、
尤
新
付
と
申
ニ
而
無
之
、
古
来
占
西

福
寺
支
配
山
ニ
候
得
共
、
為
後
来
相
願
御
朱
印
頂
戴
と
相

見
江
候
L

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(ω)
享
保
一
四
年
(
一
七
二
九
)
頃
の
編
述
と
推
定
さ
れ
る

「
敦
賀
郷
方
覚
書
」
の
「
村
鑑
」
、
文
化
一
一
一
年
ご
八

一
五
)
編
成
の
「
越
前
国
名
蹟
考
」
、
嘉
永
三
年
二
八

五
O
)
直
前
に
成
っ
た
と
見
ら
れ
る
「
敦
賀
志
」
な
ど
で

は
、
西
福
寺
の
所
領
高
を
一
三
二
石
一
斗
三
升
と
す
る

(
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
五
巻
五
九
四
・
六

O
五
・
七
六

四
頁
、
『
新
訂
越
前
国
名
蹟
考
』
一
二
四
頁
)
。
近
世
で

は
、
こ
の
三
三
石
一
斗
三
升
が
商
福
寺
の
表
高
と
し
て
定

着
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
(
前
回
賢
次
氏
も

「
西
福
寺
は
本
田
三
三
石
、
農
地
改
革
ま
で
小
作
人
が
何

人
か
い
で
つ
く
っ
て
い
た
」
と
記
憶
さ
れ
て
い
る
)
。
な

お
、
文
亀
三
年
(
一
五

O
三
)
九
月
一

O
日
付
西
福
寺
々

領
目
録
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
四
九
)
に
よ
れ
ば
、
本
役

負
担
分
を
差
し
引
い
た
西
福
寺
常
住
分
は
一

O
一
石
九
斗

五
升
三
合
で
あ
っ
た
。
使
用
祈
の
違
い
か
ら
単
純
に
比
較

で
き
な
い
が
、
織
豊
政
権
以
降
、
西
福
寺
の
収
入
は
そ
れ

ま
で
の
約
三
割
前
後
に
ま
で
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
山
本
元
氏
は
、
慶
長
八
年
ご
六

O
三
)

正
月
、
結
城
秀
康
が
西
福
寺
へ
所
領
三
三
石
一
斗
三
升
を

寄
進
し
た
と
さ
れ
る
(
『
敦
賀
郡
誌
』
九
九
六
頁
)
。
し

か
し
、
西
福
寺
に
は
、
同
年
二
月
二
一
目
、
門
前
屋
敷
・
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山
林
竹
木
な
ど
を
安
堵
す
る
秀
康
の
書
状
(
「
商
福
寺
文

書
」
二
八
二
)
は
存
在
す
る
が
、
寺
領
に
関
す
る
寄
進
状

は
確
認
で
き
な
い
。
推
測
す
る
に
、
山
本
氏
は
、
「
敦
賀

郷
方
覚
書
し
の
「
村
鑑
」
に
記
さ
れ
た
気
比
宮
領
一

0
0

石
が
、
慶
長
八
年
ご
六

O
三
)
正
月
一
一
一
日
、
秀
康
に

よ
っ
て
寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
(
『
敦
賀
郡
古
文

書
』
続
集
六
・
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
二
巻
所
収
「
気

比
神
宮
文
書
」
六
・
『
気
比
宮
社
記
』
巻
八
)
、
同
「
村

鑑
」
に
記
さ
れ
る
西
福
寺
領
二
二
二
石
一
斗
三
升
も
、
秀
康

の
寄
進
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、

慶
長
八
年
二
六

O
三
)
に
三
三
石
一
斗
三
升
が
寄
進
さ

れ
、
さ
ら
に
元
和
六
年
二
六
二

O
)
、
松
平
忠
直
が
三

二
石
八
斗
四
升
七
合
を
「
加
増
し
と
し
て
寄
進
し
た
と
す

れ
ば
(
「
西
福
寺
文
書
L

二
八
四
)
、
「
村
鑑
」
に
は
六

六
石
近
い
寺
領
高
が
記
さ
れ
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の

に
、
記
載
は
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
。
註
(
川
町
)
で
ふ
れ
た

よ
う
に
、
忠
直
の
「
加
増
L

分
は
旧
領
の
安
堵
に
他
な
ら

ず
、
秀
康
が
そ
れ
以
前
、
三
三
石
一
斗
三
升
を
寄
進
し
た

と
考
え
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、

山
本
説
お
よ
び
そ
れ
に
追
従
す
る
見
解
(
『
敦
賀
市
史
』

通
史
編
上
巻
四
一
七
頁
・
『
敦
賀
の
歴
史
』
〈
敦
賀
市
役

所
、
一
九
八
九
年
〉
二
三
八
頁
・
『
西
福
寺
宝
物
展
図

録
』
〈
敦
賀
市
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
〉
三
六
頁
な

ど
)
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
別
)
明
治
四
年
(
一
八
七
二
二
月
付
の
上
知
一
件
(
『
敦

寺
下

是
時
名
と
散
回
同

賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
所
収
「
西
福
寺
文
書
」
一
ニ

O

八
)
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
一
一
一
月
、
政

府
は
、
す
で
に
旧
藩
主
が
版
籍
奉
還
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
社
寺
の
み
が
土
地
・
人
民
を
私
有
し
て
い
る
こ

と
は
「
不
相
当
之
事
」
と
し
て
、
境
内
地
以
外
の
上
知
を

命
じ
た
。
ま
た
、
領
知
と
は
別
に
旧
幕
府
・
旧
領
主
よ
り

寄
付
き
れ
て
い
た
米
銭
に
つ
い
て
も
廃
止
し
た
。
た
だ
し
、

上
知
の
田
畠
が
百
姓
持
地
で
は
な
く
、
社
寺
が
直
作
あ
る

い
は
小
作
さ
せ
て
い
る
場
合
、
百
姓
並
に
納
税
す
る
に
お

い
て
は
当
該
地
の
所
有
を
認
め
る
方
針
を
と
っ
た
。
な
お
、

上
知
令
に
つ
い
て
は
、
豊
田
武
「
明
治
初
年
の
上
知
問

題
」
(
『
日
本
宗
教
制
度
史
の
研
究
』
〈
厚
生
閣
、
一
九

三
八
年
〉
一
七

O

一
九

O
頁
・
豊
田
武
著
作
集
第
五
巻

『
宗
教
制
度
史
』
〈
古
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
〉
一
六

八
一
八
八
頁
)
、
『
社
寺
境
内
地
処
分
誌
』
(
大
蔵
省

管
財
局
、
一
九
五
四
年
)
三

O

五
七
頁
な
ど
を
参
照
。

(
肌
)
西
福
寺
に
は
、
畳
間
代
家
来
と
し
て

伊
予
・
・
・
伊
左
衛
門
・
・
・
中
村
氏

丹
後
・
・
・
丹
右
衛
門
・
・
・
熊
谷
氏

越
中
・
・
・
越
右
衛
門
・
・
・
松
永
氏

但
馬
・
:
但
左
衛
門
・
浅
井
氏

の
四
氏
が
お
り
、
「
四
行
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
(
現
在
、

浅
井
氏
が
一
時
的
に
行
者
の
任
か
ら
離
れ
て
い
る
)
。
西

福
寺
々
領
分
配
目
録
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
一
一
一

O
)
に
も

「
て
行
者
下
部
衣
物
」
の
項
が
あ
り
、
米
一
一
石
八
斗
・

料
足
七

O
O
文
・
絹
布
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永

正
五
年
(
一
五

O
八
)
一
一
一
月
二
八
日
、
丹
後
春
喜
な
る

者
が
久
延
名
内
寸
湯
屋
の
前
」
一
反
の
内
小
(
寸
中
升
定

参
斗
L

分
)
を
西
福
寺
へ
寄
進
し
て
い
る
が
(
同
一
六

}
二
、
春
喜
も
行
者
の
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察

さ
れ
る
。
さ
ら
に
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
)
六
月
の
検
地

に
際
し
、
政
所
(
庄
屋
)
の
二
郎
衛
門
以
下
二
九
名
の
原

(
良
円
)

村
民
が
「
鏡
山
長
老
御
衆
中
」
へ
連
署
請
状
(
同
二

七
三
)
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
1

中
方
」
と
し

て
、
随
得
・
随
真
・
春
得
・
蓮
喜
ら
四
人
の
名
が
見
え
る
。

「
中
方
」
は
、
す
で
に
戦
国
時
代
、
「
御
門
前
内
中
方
弁

御
下
部
拾
人
」
(
同
一
五
七
・
一
五
八
・
一
七
八
・
一
八

一
一
一
・
一
八
七
)
な
ど
と
あ
り
、
先
の
寺
領
分
配
目
録
と
同

様
、
下
部
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
行

者
の
別
称
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
西

福
寺
山
門
の
南
東
に
「
ヒ
ラ
キ
」
と
称
さ
れ
る
区
域
が
あ

る
が
(
図
H
参
照
)
、
別
名
「
越
中
ヒ
ラ
キ
」
と
も
言
わ

れ
、
行
者
の
越
中
が
闘
い
た
土
地
と
伝
え
ら
れ
る
(
前
田

賢
次
氏
の
御
教
示
)
。

(
即
)
数
値
に
若
干
の
疑
問
は
あ
る
が
、
原
本
の
記
載
通
り
に

一
示
す
。
明
治
四
年
二
八
七
二
冬
、
西
福
寺
で
は
、
内

高
四
五
石
五
斗
二
升
(
一

O
三
俵
三
斗
二
升
)
か
ら
一
割

五
分
を
引
い
た
八
八
俵
九
升
八
合
八
勺
が
課
税
対
象
と
な

っ
た
。
納
税
額
は
、
年
貢
・
日
米
合
わ
せ
て
一
四
石
六
斗

四
升
三
合
五
勺
(
三
六
俵
二
斗
四
升
三
合
五
勺
)
の
代
金
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五
五
両
三
分
・
永
五
八
文
三
分
一
厘
四
毛
、
お
よ
び
山
年

貢
代
金
二
分
五
五
八
文
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
五
年

ご
八
七
二
)
二
月
四
日
、
納
税
額
の
半
分
金
二
七
両

分
二
朱
・
銭
二
九
一
文
が
役
所
よ
り
還
付
さ
れ
た
。
た
ff

し
、
「
本
直
段
」
の
改
定
に
よ
り
、
不
足
分
三
両
三
分
・

永一

O
文
三
分
六
厘
を
二
月
二
二
日
に
再
納
付
し
て
い
る

(
附
)
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
所
収
「
西
福
寺
文
書
L

三
O
八

。

近

年

小

楠

の

卓

越

し

た

経

世

論

(

捌

)

同

右

。

的

に

と

み

に

高

ま

っ

て

い

る

(
邸
)
六
助
分
の
中
に
「
治
良
三
良
分
」
が
含
ま
れ
て
お

治
良
三
良
を
加
え
れ
ば
一
九
名
と
な
る
。
な
お
、
原

は
、
六
助
分
「
下
七
畝
捨
二
分
」
の
分
米
高
を
「
壱

斗
六
合
」
と
す
る
が
、
下
回
の
斗
代
は
一
石
川
哨
斗

た
こ
と
か
ら
(
表

Hω
の
⑬
)
、
「
壱
石
三
升
六
合
」
の

誤
記
と
見
ら
れ
る
。

(
珊
)
註
(
問
)
に
同
じ
。

(
即
)
越
前
回
は
、
原
地
籍
仰
の
「
越
前
回
」
で
あ
ろ
う

者
は
コ
一
ノ
門
前
L

(

原
地
籍
日
)
肉
、
笠
松
の
西

位
置
す
る
。
三
〆
松
は
不
詳
で
あ
る
が
、
原
地
籍
日

辻
堂
」
の
南
西
区
域
に

J
矛
イ
松
」
と
称
さ
れ
る
場

が

あ

る

。

こ

こ

を

指

す

か

。

本

県

関

係

の
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